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飛騨山脈における第四紀火山
（及川（2003））

飛騨山脈における第四紀の火成活動
（及川（2003））

２．２ 敷地周辺で確認されている降下火砕物の影響可能性 (6)飛騨山脈を給源とするテフラ

出雲崎テフラ
Sk110
辻又川テフラ

※新井・町田（2011）によれ
ば，谷口テフラ（武石テフラ
に対比）は，恵比須峠福田テ
フラ（辻又川テフラに対比）
より下位にあり，およそ2.2
～2.3Maに噴出したとされて
いる。
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及川(2003)は飛騨山脈の火成活動を３つのステージに区分した。

StageⅠ（2.5～1.5Ma）は伸張から中間応力場に卓越する大型カルデラ
火山と独立単成火山群の活動からなり，総マグマ噴出量1250km3 と推定
される非常に大規模な活動であった。

StageⅡ（1.5～0.8Ma）は火山活動が低調であった。

StageⅢ（0.8～0Ma）は東西圧縮の地殻応力場で成層火山の活動が主
であり，10km3程度かそれ以下の規模の活動が卓越し，StageⅠ（2.5
～1.5Ma）に比べて噴出量は1桁以上小さい。

以上より，現在の火成活動のステージであるstageⅢにおいて，鮮新世～中期更新世以前に活動した出雲崎テフラ
，SK110テフラ，辻又川テフラ，武石テフラと同規模噴火の発生可能性は十分に小さいと判断される。

飛騨山脈におけるマグマ噴出量の時間変化
（及川（2003））

２．２ 敷地周辺で確認されている降下火砕物の影響可能性 (6)飛騨山脈を給源とするテフラ
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２．３ 敷地周辺で確認されている火山灰の分布
（噴出源が同定でき，その噴出源が将来同規模の噴火をする可能性が否定できるもの）
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大山倉吉テフラの分布

大山倉吉テフラの分布図
（図中の数値は層厚（単位：cm）を表す）

敷地周辺拡大図

２．３ 敷地周辺で確認されている火山灰の分布
（噴出源が同定でき，その噴出源が将来同規模の噴火をする可能性が否定できるもの）

層厚を表記してないものは，火山灰
分析によって確認されている地点

層厚を表記してないものは，火山
灰分析によって確認されて地点



飯縄上樽テフラの分布

２．３ 敷地周辺で確認されている火山灰の分布
（噴出源が同定でき，その噴出源が将来同規模の噴火をする可能性が否定できるもの）
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飯縄上樽テフラの分布図
（図中の数値は層厚（単位：cm）を表す）

敷地周辺拡大図

層厚を表記してないものは，火山
灰分析によって確認されて地点

層厚を表記してないものは，火山灰
分析によって確認されている地点



阿多鳥浜テフラの分布

２．３ 敷地周辺で確認されている火山灰の分布
（噴出源が同定でき，その噴出源が将来同規模の噴火をする可能性が否定できるもの）
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阿多鳥浜テフラの分布図
（図中の数値は層厚（単位：cm）を表す）

敷地周辺拡大図



大町テフラの分布

２．３ 敷地周辺で確認されている火山灰の分布
（噴出源が同定でき，その噴出源が将来同規模の噴火をする可能性が否定できるもの）
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大町テフラの分布図
（図中の数値は層厚（単位：cm）を表す）



魚沼ピンクテフラの分布

２．３ 敷地周辺で確認されている火山灰の分布
（噴出源が同定でき，その噴出源が将来同規模の噴火をする可能性が否定できるもの）
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魚沼ピンクテフラの分布図
（図中の数値は層厚（単位：cm）を表す）



出雲崎テフラの分布

２．３ 敷地周辺で確認されている火山灰の分布
（噴出源が同定でき，その噴出源が将来同規模の噴火をする可能性が否定できるもの）
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出雲崎テフラの分布図
（図中の数値は層厚（単位：cm）を表す）

敷地周辺拡大図



SK110テフラの分布

２．３ 敷地周辺で確認されている火山灰の分布
（噴出源が同定でき，その噴出源が将来同規模の噴火をする可能性が否定できるもの）
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SK110テフラの分布図
（図中の数値は層厚（単位：cm）を表す）

敷地周辺拡大図



辻又川テフラの分布

２．３ 敷地周辺で確認されている火山灰の分布
（噴出源が同定でき，その噴出源が将来同規模の噴火をする可能性が否定できるもの）
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辻又川テフラの分布図
（図中の数値は層厚（単位：cm）を表す）



武石テフラの分布

２．３ 敷地周辺で確認されている火山灰の分布
（噴出源が同定でき，その噴出源が将来同規模の噴火をする可能性が否定できるもの）
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武石テフラの分布図
（図中の数値は層厚（単位：cm）を表す）

敷地周辺拡大図
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (1)米山

米山

火山名 米山（E37）

敷地からの距離 約16km

火山の形式・タイプ 溶岩流，岩脈

活動年代 ジェラシアン

評価
全活動期間よりも最新活動から
の経過時間が長いことから，将
来の活動可能性はない。

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

年代根拠：2.75±0.14、2.48±0.17Ma(ave) (K-Ar法、小林ほか,1989)による

米山の噴火階段図

第四紀噴火・貫入活動データベースに基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (2)桝形山

桝形山

火山名 桝形山（E36）

敷地からの距離 約44km

火山の形式・タイプ 溶岩流

活動年代 約110万年前

評価

桝形山は，単一の溶岩流から
なる単成火山（赤石，1997）で
あり，活動期間が非常に短く第
四紀の期間を通じて繰り返し活
動が認められないことから，将
来の活動可能性はない。

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

年代根拠：1.13±0.03Ma(K-Ar法、赤石,1997)による

桝形山の噴火階段図

赤石(1997)に基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (3)関田

関田

火山名 関田（E32）

敷地からの距離 約47km

火山の形式・タイプ 成層火山？

活動年代 約160～110万年前

評価
全活動期間よりも最新活動から
の経過時間が長いことから，将
来の活動可能性はない。

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

年代根拠：1.55±0.07(ave)、1.16±0.06Ma (K-Ar法、金子ほか,1989)による

関田の噴火階段図

金子ほか(1989)に基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (4)守門岳

守門岳

火山名 守門岳（D75）

敷地からの距離 約48km

火山の形式・タイプ 成層火山

活動年代 約240万年前から約170万年前．

評価
全活動期間よりも最新活動から
の経過時間が長いことから，将
来の活動可能性はない。

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

年代根拠：赤石,1996の詳細な火山形成史の研究による

守門岳の噴火階段図

赤石(1996)に基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (5)茶屋池

茶屋池

火山名 茶屋池（E33）

敷地からの距離 約52km

火山の形式・タイプ 成層火山？

活動年代 約80万年前

評価

活動期間を評価出来ないが，深
部低周波地震の発生状況および
地温勾配の分布などから，将来
の活動可能性はない。

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

年代根拠：0.8±0.1Ma(ave) (K-Ar法、柳沢ほか,2001)による

茶屋池の噴火階段図
柳沢ほか(2001)に基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (6)八十里越

八十里越

火山名 八十里越（D74）

敷地からの距離 約53km

火山の形式・タイプ 複成火山

活動年代 約240万年前

評価

活動期間を評価出来ないが，深
部低周波地震の発生状況および
地温勾配の分布などから，将来
の活動可能性はない。

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

八十里越の噴火階段図

第四紀噴火・貫入活動データベースに基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (7)飯士山

飯士山

火山名 飯士山（E35）

敷地からの距離 約57km

火山の形式・タイプ 成層火山

活動年代 約30万～20万年前

評価
全活動期間よりも最新活動から
の経過時間が長いことから，将
来の活動可能性はない。

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

飯士山の噴火階段図

赤石ほか(2002)に基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (8)浅草岳

浅草岳

火山名 浅草岳（D76）

敷地からの距離 約57km

火山の形式・タイプ 成層火山

活動年代 約170万年前から約150万年前

評価
全活動期間よりも最新活動から
の経過時間が長いことから，将
来の活動可能性はない。

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

年代根拠：1.62±0.05、1.64±0.05 、1.54±0.06 、1.58±0.05 、
1.56±0.06 Ma (K-Ar法、赤石ほか,2002)による

浅草岳の噴火階段図

赤石ほか(2002)に基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (9)毛無山

毛無山

火山名 毛無山（E31）

敷地からの距離 約60km

火山の形式・タイプ 成層火山

活動年代 約160～100万年前

評価
全活動期間よりも最新活動から
の経過時間が長いことから，将
来の活動可能性はない。

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

年代根拠：1.58±0.09(ave)、1.39±0.07(ave)、 0.99±0.08(ave)Ma (K-Ar
法、金子ほか,1989)による

毛無山の噴火階段図

金子ほか(1989)に基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (12)新潟江星山

火山名 新潟江星山（E52）

敷地からの距離 約66km

火山の形式・タイプ 成層火山？

活動年代 約124万年前

評価

活動期間を評価出来ないが，深
部低周波地震の発生状況および
地温勾配の分布などから，将来
の活動可能性はない。

新潟江星山

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

年代根拠：1.24Ma (K-Ar法、大場,2006)による

新潟江星山の噴火階段図

第四紀噴火・貫入活動データベースに基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (13)鳥甲山

火山名 鳥甲山（E29）

敷地からの距離 約66km

火山の形式・タイプ 成層火山

活動年代 90万年前～70万年前

評価
全活動期間よりも最新活動から
の経過時間が長いことから，将
来の活動可能性はない。

鳥甲山

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

年代根拠：0.85±0.05、0.77±0.07Ma (K-Ar法、金子ほか,1989)による

鳥甲山の噴火階段図

金子ほか(1989)に基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (14)容雅山

火山名 容雅山（E49）

敷地からの距離 約69km

火山の形式・タイプ 成層火山？

活動年代 約40万年前

評価

活動期間を評価出来ないが，深
部低周波地震の発生状況および
地温勾配の分布などから，将来
の活動可能性はない。

容雅山

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

年代根拠：0.40±0.03、0.49±0.03Ma (K-Ar法、早津,2008および高野,1994)
による

容雅山の噴火階段図

第四紀噴火・貫入活動データベースに基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (15)斑尾山

火山名 斑尾山（E45）

敷地からの距離 約72km

火山の形式・タイプ 成層火山、溶岩ドーム

活動年代 0.7-0.5Ma

評価
全活動期間よりも最新活動から
の経過時間が長いことから，将
来の活動可能性はない。

斑尾山

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

年代根拠：0.70±0.05、0.67±0.04、0.55±0.04Ma (K-Ar法、早津ほか,1994)
による

斑尾山の噴火階段図

金子ほか(1989)に基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (16)高社山

火山名 高社山（E28）

敷地からの距離 約73km

火山の形式・タイプ 成層火山

活動年代 30万～20万年前

評価
全活動期間よりも最新活動から
の経過時間が長いことから，将
来の活動可能性はない。

高社山

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

年代根拠：0.25±0.05、0.20±0.02、0.19±0.03Ma (K-Ar法、金子ほか,1989)
による

高社山の噴火階段図

金子ほか(1989)に基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (20)奈良俣カルデラ

火山名 奈良俣カルデラ（E14）

敷地からの距離 約76km

火山の形式・タイプ カルデラ

活動年代 約210万年前

評価

活動期間を評価出来ないが，深
部低周波地震の発生状況および
地温勾配の分布などから，将来
の活動可能性はない。 奈良俣カルデラ

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

年代根拠：2.1±0.2Ma (FT法、山元,2014)による

奈良俣カルデラの噴火階段図

山元(2014)に基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (21)箱山

火山名 箱山（E38）

敷地からの距離 約78km

火山の形式・タイプ 成層火山？

活動年代 約210万年前

評価

活動期間を評価出来ないが，深
部低周波地震の発生状況および
地温勾配の分布などから，将来
の活動可能性はない。

箱山

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

年代根拠：2.10±0.12Ma (K-Ar法、赤羽,1992)による

箱山の噴火階段図
赤羽(1992)に基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (25)アヤメ平

火山名 アヤメ平（E07）

敷地からの距離 約82km

火山の形式・タイプ 成層火山

活動年代 約160万年前

評価

活動期間を評価出来ないが，深
部低周波地震の発生状況および
地温勾配の分布などから，将来
の活動可能性はない。

アヤメ平

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

アヤメ平の噴火階段図

日本の第四紀火山カタログ)に基づき作成



131

３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (27)上州武尊山

火山名 上州武尊山（E13）

敷地からの距離 約84km

火山の形式・タイプ 成層火山

活動年代 約120万～100万年前

評価
全活動期間よりも最新活動から
の経過時間が長いことから，将
来の活動可能性はない。

上州武尊山

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

上州武尊山の噴火階段図
日本の第四紀火山カタログ)に基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (28)髻山

火山名 髻山（E44）

敷地からの距離 約85km

火山の形式・タイプ 溶岩ドーム

活動年代 約20万年前

評価

髻山は，孤立した小規模な単
成火山（早津，2008）であり，
活動期間が非常に短く第四紀の
期間を通じて繰り返し活動が認
められないことから，将来の活
動可能性はない。

髻山

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

年代根拠：0.20±0.04Ma (K-Ar法、早津・河内,1997)による

髻山の噴火階段図

日本の第四紀火山カタログ)に基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (30)雁田山

火山名 雁田山（E39）

敷地からの距離 約86km

火山の形式・タイプ 成層火山

活動年代 約280～240万年前

評価
全活動期間よりも最新活動から
の経過時間が長いことから，将
来の活動可能性はない。

雁田山

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

雁田山の噴火階段図

年代根拠：2.77±0.14Ma (K-Ar法、赤羽ほか,1992)による

第四紀噴火・貫入活動データベースに基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (33)御飯岳

火山名 御飯岳（E25）

敷地からの距離 約90km

火山の形式・タイプ 成層火山

活動年代 約110万年前

評価

活動期間を評価出来ないが，深
部低周波地震の発生状況および
地温勾配の分布などから，将来
の活動可能性はない。

御飯岳

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）
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御飯岳

年代根拠：1.10±0.09Ma (K-Ar法、金子ほか,1989)による

御飯岳の噴火階段図

金子ほか(1989)に基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (34)鬼怒沼

火山名 鬼怒沼（E05）

敷地からの距離 約92km

火山の形式・タイプ 溶岩流、火砕流

活動年代 約24万年前

評価

鬼怒沼は，鬼怒沼黒田原テフ
ラ噴火とこれに連続した鬼怒沼
溶岩流の流出イベントのみから
なる単成火山（山元，2012）で
あり，活動期間が非常に短く第
四紀の期間を通じて繰り返し活
動が認められないことから，将
来の活動可能性はない。

鬼怒沼

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

鬼怒沼の噴火階段図

年代根拠：0.24±0.05Ma (FA法、山元,1999)による

山元(1999)に基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (35)四郎岳

火山名 四郎岳（E08）

敷地からの距離 約92km

火山の形式・タイプ 成層火山？

活動年代 約2.2Ma

評価

活動期間を評価出来ないが，深
部低周波地震の発生状況および
地温勾配の分布などから，将来
の活動可能性はない。

四郎岳

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

四郎岳の噴火階段図

年代根拠：約2.2Ma (K-Ar法、佐々木ほか,1994)による

第四紀噴火・貫入活動データベースに基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (36)沼上山

火山名 沼上山（E11）

敷地からの距離 約95km

火山の形式・タイプ 成層火山

活動年代 110万年前

評価

活動期間を評価出来ないが，深
部低周波地震の発生状況および
地温勾配の分布などから，将来
の活動可能性はない。

沼上山

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

沼上山の噴火階段図

年代根拠：1.13±0.14Ma (K-Ar法、佐々木ほか,1994の図1)による

日本の第四紀火山カタログ)に基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (37)砂子原カルデラ

火山名 砂子原カルデラ（D72）

敷地からの距離 約96km

火山の形式・タイプ カルデラ、溶岩ドーム

活動年代 約29万～22万年前

評価
全活動期間よりも最新活動から
の経過時間が長いことから，将
来の活動可能性はない。

砂子原カルデラ

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

砂子原カルデラの噴火階段図

山元(2012)に基づき作成
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【コメント】
砂子原カルデラについて，鈴木ほか（2004）の知見を確認し，総合的な評価を実施すること。

【回答要旨】
山元・須藤（1996）では，砂子原カルデラの噴出物として，砂子原－逆瀬川テフラ（Sn-Sk：
FT029±0.06Ma）および砂子原－久保田テフラ（Sn-KB：FT0.22±0.05 Ma）を確認している。
鈴木ほか（2004）では， 125～135kaに噴出したと考えられる田頭テフラ（TG）の給源は，降下火砕物
の層厚変化ならびに岩石学的特徴から沼沢カルデラないし砂子原カルデラであり，おそらく後者であ
る可能性が高いとしている。また，山元・須藤（1996）における砂子原－久保田テフラ（Sn-KB）が，
田頭テフラであるとしている。
また，鈴木ほか（2004）では，沼沢カルデラと砂子原カルデラの活動期間は重ならず，田頭テフラの
噴出年代に砂子原カルデラの活動は終息し，その後沼沢カルデラに活動の場が移ったようであるとし
ている。
山元（2012）においては，鈴木ほか（2004）の主張に対して，砂子原－久保田テフラ（Sn-KB）の岩石
学的特徴は田頭テフラと明瞭に異なるとしている。
山元(2012)における砂子原カルデラの活動時期は，「日本の火山（第３版）」（中野ほか(2013) ）お
よび「第四紀噴火・貫入活動データーベースVer.1.00」（西来ほか（2014））と整合しており，この
知見を砂子原カルデラの活動時期として採用した。
将来の活動可能性の評価においては，地球物理学的及び地球化学的調査の結果や周辺火山の活動状況
を総合的に判断し，砂子原カルデラを将来の活動可能性のない火山として評価し，沼沢火山を発電所
に影響を及ぼし得る火山として評価した。
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (38)根名草山

火山名 根名草山（E04）

敷地からの距離 約97km

火山の形式・タイプ 溶岩ドーム

活動年代 約30万年前

評価

根名草山は，溶岩ドームからな
り，活動期間が非常に短く第四
紀の期間を通じて繰り返し活動
が認められないことから，将来
の活動可能性はない。

根名草山

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

根名草山の噴火階段図

年代根拠：0.40±0.06、 0.34±0.13 0.25±0.02Ma (K-Ar法、新エネルギー
綜合開発機構,1987)による

第四紀噴火・貫入活動データベースに基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (40)錫ヶ岳

火山名 錫ヶ岳（E10）

敷地からの距離 約99km

火山の形式・タイプ 成層火山？

活動年代 約2.1Ma，約2.7Ma

評価
全活動期間よりも最新活動から
の経過時間が長いことから，将
来の活動可能性はない。

錫ヶ岳

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

錫ケ岳の噴火階段図

年代根拠：約2.1Ma、約2.7Ma (K-Ar法、佐々木ほか,1994の図1)による

第四紀噴火・貫入活動データベースに基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (41)岩戸山

火山名 岩戸山（E53）

敷地からの距離 約99km

火山の形式・タイプ 成層火山？

活動年代 約210万年前

評価

活動期間を評価出来ないが，深
部低周波地震の発生状況および
地温勾配の分布などから，将来
の活動可能性はない。

岩戸山

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

岩戸山の噴火階段図

年代根拠：隣接地域の既知年代層(大峰累層、2Ma以前)に不整合に覆われる。

第四紀噴火・貫入活動データベースに基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (42)博士山

火山名 博士山（D71）

敷地からの距離 約99km

火山の形式・タイプ 成層火山

活動年代 約280万～250万年前

評価
全活動期間よりも最新活動から
の経過時間が長いことから，将
来の活動可能性はない。

博士山

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

博士山の噴火階段図

第四紀噴火・貫入活動データベースに基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (43)小野子山

火山名 小野子山（E17）

敷地からの距離 約99km

火山の形式・タイプ 成層火山

活動年代 1.3-1.2Ma

評価
全活動期間よりも最新活動から
の経過時間が長いことから，将
来の活動可能性はない。

小野子山

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

小野子山の噴火階段図

中村(1997)に基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (47)奇妙山

火山名 奇妙山（E41）

敷地からの距離 約101km

火山の形式・タイプ 成層火山

活動年代 約290～240万年前

評価
全活動期間よりも最新活動から
の経過時間が長いことから，将
来の活動可能性はない。

奇妙山

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

奇妙山の噴火階段図

第四紀噴火・貫入活動データベースに基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (48)皆神山

火山名 皆神山（E40）

敷地からの距離 約103km

火山の形式・タイプ 溶岩ドーム

活動年代 約30万年前

評価

皆神山は，溶岩ドームからなり，
活動期間が非常に短く第四紀の
期間を通じて繰り返し活動が認
められないことから，将来の活
動可能性はない。

皆神山

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）
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皆神山の噴火階段図

年代根拠：0.35Ma(K-Ar法,森本ほか,1966)、0.29±0.03Ma(K-Ar法,金子ほ
か,1991）による

日本の第四紀火山カタログ)に基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (49)皇海山

火山名 皇海山（E12）

敷地からの距離 約105km

火山の形式・タイプ 成層火山

活動年代 約160万～90万年前

評価
全活動期間よりも最新活動から
の経過時間が長いことから，将
来の活動可能性はない。

皇海山

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

皇海山の噴火階段図

日本の第四紀火山カタログ)に基づく作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (50)桧和田カルデラ

火山名 桧和田カルデラ（D69）

敷地からの距離 約108km

火山の形式・タイプ カルデラ

活動年代 約300万～260万年前

評価
全活動期間よりも最新活動から
の経過時間が長いことから，将
来の活動可能性はない。

桧和田カルデラ

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

仏沢火砕流

桧和田カルデラの噴火階段図

年代根拠：2.64±0.2Ma (K-Ar法、山元,1992a)による

山元(1992a)に基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (53)篠山

火山名 篠山（E43）

敷地からの距離 約109km

火山の形式・タイプ 成層火山？

活動年代 ジェラシアン

評価
全活動期間よりも最新活動から
の経過時間が長いことから，将
来の活動可能性はない。

篠山

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

篠山の噴火階段図

第四紀噴火・貫入活動データベースに基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (55)太郎山

火山名 太郎山（E54）

敷地からの距離 約112km

火山の形式・タイプ 単成火山？

活動年代 約210万年前

評価

活動期間を評価出来ないが，深
部低周波地震の発生状況および
地温勾配の分布などから，将来
の活動可能性はない。

太郎山

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

太郎山の噴火階段図

年代根拠：2.2±0.5Ma (K-Ar法、三村ほか,2002)による

第四紀噴火・貫入活動データベースに基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (59)三峰山

火山名 三峰山（E42）

敷地からの距離 約115km

火山の形式・タイプ 成層火山？

活動年代 ジェラシアン

評価
全活動期間よりも最新活動から
の経過時間が長いことから，将
来の活動可能性はない。

三峰山

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

三峰山の噴火階段図

第四紀噴火・貫入活動データベースに基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (60)塩原カルデラ

火山名 塩原カルデラ（E01）

敷地からの距離 約119km

火山の形式・タイプ カルデラ

活動年代 約35万年前～約30万年前

評価
全活動期間よりも最新活動から
の経過時間が長いことから，将
来の活動可能性はない。

塩原カルデラ

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

塩原カルデラの噴火階段図

日本の第四紀火山カタログ)に基づき説明
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (62)爺ヶ岳

火山名 爺ヶ岳（E56）

敷地からの距離 約120km

火山の形式・タイプ カルデラ-カルデラ埋積火砕流

活動年代 約200万年前

評価

活動期間を評価出来ないが，深
部低周波地震の発生状況および
地温勾配の分布などから，将来
の活動可能性はない。

爺ヶ岳

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

爺ケ岳の噴火階段図

第四紀噴火・貫入活動データベースに基づき作成
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３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (63)二岐山

火山名 二岐山（D67）

敷地からの距離 約123km

火山の形式・タイプ 成層火山、溶岩ドーム

活動年代 約14万～9万年前

評価
全活動期間よりも最新活動から
の経過時間が長いことから，将
来の活動可能性はない。

二岐山

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

二岐山の噴火階段図
山元(2012)に基づき作成
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火山名 塔のへつりカルデラ群（D68）

敷地からの距離 約125km

火山の形式・タイプ カルデラ

活動年代 塔のへつりカルデラ，成岡カル
デラ，小野カルデラ 約140万～

100万年前

評価
全活動期間よりも最新活動から
の経過時間が長いことから，将
来の活動可能性はない。

塔のへつりカルデラ群

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (64)塔のへつりカルデラ群

塔のへつりカルデラ群の階段噴火図

Yamamoto(2011)に基づき作成
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火山名 会津布引山（D66）

敷地からの距離 約126km

火山の形式・タイプ 成層火山

活動年代 140万年前

評価

活動期間を評価出来ないが，深
部低周波地震の発生状況および
地温勾配の分布などから，将来
の活動可能性はない。

会津布引山

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (66)会津布引山

会津布引山の噴火階段図

年代根拠：1.4±0.2Ma (K-Ar法、山元,2006)による

第四紀噴火・貫入活動データベースに基づき作成
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火山名 猫魔ヶ岳（D65）

敷地からの距離 約128km

火山の形式・タイプ 成層火山-カルデラ

活動年代 約143万～40万年前

評価

最新活動以降の経過時間が，過
去最大の休止期間よりも長いこ
とから，将来の活動可能性はな
い。 猫魔ヶ岳

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (67)猫魔ヶ岳

猫魔ヶ岳の噴火階段図
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新猫魔火山

古猫魔火山    第２休止期(0.36)

  第３休止期(0.28)
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活動休止期間

三村(2002)および新エネルギー・産業
技術総合開発機構(1990)に基づき作成

三村(2002)に基づき作成
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火山名 荒船山（E20）

敷地からの距離 約136km

火山の形式・タイプ 複成火山？

活動年代 約220万年前

評価

活動期間を評価出来ないが，深
部低周波地震の発生状況および
地温勾配の分布などから，将来
の活動可能性はない。

荒船山

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (70)荒船山

荒船山の噴火階段図

年代根拠：京塚デイサイト質溶岩＝2.2±0.1Ma、 (K-Ar法、佐藤,2005，
2007)による

第四紀噴火・貫入活動データベースに基づき作成
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火山名 美ヶ原（E81）

敷地からの距離 約141km

火山の形式・タイプ 溶岩流

活動年代 約210万～120万年前

評価
全活動期間よりも最新活動から
の経過時間が長いことから，将
来の活動可能性はない。

美ヶ原

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (73)美ヶ原

美ヶ原の噴火階段図

Nishikiほか(2011)に基づき作成
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火山名 樅沢岳（E61）

敷地からの距離 約148km

火山の形式・タイプ 火砕流台地

活動年代 約40万～30万年前

評価
全活動期間よりも最新活動から
の経過時間が長いことから，将
来の活動可能性はない。

樅沢岳

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (75)樅沢岳

樅沢岳の噴火階段図

年代根拠：0.3～0.42Ma (FA法、及川,2003)による

及川(2003)に基づき作成
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火山名 八柱火山群（E83）

敷地からの距離 約151km

火山の形式・タイプ 成層火山群

活動年代 約120万～80万年前

評価
全活動期間よりも最新活動から
の経過時間が長いことから，将
来の活動可能性はない。

八柱火山群

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (78)八柱火山群

八柱火山群の噴火階段図

Nishikiほか(2011)に基づき作成
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火山名 霧ヶ峰（E82）

敷地からの距離 約152km

火山の形式・タイプ 溶岩流および小型楯状火山、溶岩
ドーム

活動年代 約130万～75万年前

評価
全活動期間よりも最新活動から
の経過時間が長いことから，将
来の活動可能性はない。

霧ヶ峰

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (79)霧ヶ峰

霧ヶ峰の噴火階段図
Nishikiほか(2011)に基づき作成
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火山名 穂高岳（E60）

敷地からの距離 約153km

火山の形式・タイプ カルデラ-火砕流台地

活動年代 約170万年前

評価

活動期間を評価出来ないが，深
部低周波地震の発生状況および
地温勾配の分布などから，将来
の活動可能性はない。

穂高岳

火山噴出物分布
（中野ほか(2013)に一部加筆 ）

３． 将来の活動可能性のない火山の活動履歴について (80)穂高岳

穂高岳の噴火階段図

年代根拠：1.75Ma (恵比須峠火砕堆積物)、1.76Ma(丹生川火砕流堆積物)、及
川,2003)による

及川(2003)に基づき作成
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